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 5 月 12 日（火）、ぱるミーティングスペースにおいて、第 25 回ぱる交流会「異

分野連携交流会“つながりの法則”」が企業 6社、活動団体 10団体の代表者など計

26人が出席して開かれました。 

それずれの自己紹介後、サンデンフォレストの体験学習コーディネーターの柴崎

薫さんから、森林保全や森の活用事業に携わっている中で、気づいた企業の社会貢

献活動のあり方について、お話しいただきました。 

お話は、ワークショップ形式で行われ、参加者も社会貢献活動の多様なスタイル

や地域に根ざした社会貢献について考えながら学ぶ機会となりました。 

後半は、企業と活動団体のそれぞれの立場から意見を出し合い、つながりの可能

性を探りました。地元企業の社会貢献活動の様子も伝わり、今後、住民活動とつな

がることでお互いにメリットのある活動に発展できる可能性が見えてきました。 

サンデンフォレスト 

の柴崎さん 

【参加された企業】 

●医療法人樹心会角田病院 

●群馬ヤクルト販売（株） 

●桐生信用金庫玉村支店 

●群馬ダイドー（株） 

●大塚食品（株）群馬工場 

●サンデンホールディングス 

社会貢献活動には、①寄付をする②人手（社員

ボランティア）・技術・ノウハウの提供③本業を通

じて行う④専門性のある団体とコラボレーション

するなどがある。寄付など資金を提供する一方的

な支援だけではなく、社会問題に対する取り組み

を企画し、運営・実施をしていくことも大事な社

会貢献活動である。近年は、「行為」より「質」が

求められている。地域全体の評価向上を目的に

様々な立場の人と話し合う場が必要である。 

 

         玉村町の地域医療として欠かせない存在の角田病院さんで

すが、地域医療だけではなく、積極的に地域社会貢献活動に

も力を入れています。各地区の施設、居場所などで「出前健 

康講座」や「ストレッチ体操教室」を実施し、『出向く医療予防』に取り組んで 

います。 

ぱるとの関わりでも、異分野連携ということでぱる交流会やぱる祭り、岩倉 

水辺の森フェスタなどのイベントに参加していただいています。 

 今年度は、角田病院さんと住民活動団体の連携をさらに深められるように、 

ぱるの登録団体も「樹心祭」に参加させていただく予定です。 

 

岩倉水辺の森フェスタ 2014での 

健康チェック・コーナー 

だだだよよよりりり    
国道354号線のように人
と人を結ぶ場所になり
たいと願いを込めて 

“一般社団法人たまむら住民活動支援センター”は、 

玉村町から住民活動サポート業務を受託しています。 
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登録有形文化財のプレート 

登録された国魂神社社殿 

稚児行列・健康行列など 

鎮守の森で野点 

講演する村田先生 

尺八・笛・三味線の演奏 

 4月 26日（日）玉村八幡宮の国魂神社社殿（旧奉安

殿）が国登録有形文化財に登録されたことを記念し

て、玉村八幡宮と玉村町、ぱると活動団体との協働で

記念事業が行われました。 

 お祝い行事として、幸神祭、稚児・健康行列、野点、

県文化財保護審議会専門委員の村田敬一さんによる

国魂神社の解説、玉村町在住の佃康史さんと佃美代子

さんご夫妻の尺八、笛、三味線の演奏などが催されま

した。 

また、会場内では、ぱる登録団体の生活クラブ生協

さんの玉村カレー販売やＪＯＹさんのスイーツデコ

の体験、萬屋レク之助のバルーンアート、唐揚げ・や

きそば・クレープの移動販売車もあり、祝賀ムードに

多くの来場者でにぎわいました。 

 

 平成 24 年度玉村町協働によるまちづくり提案事業として、岩倉自然公園の水辺の森公園の周知と環境整

備を目的に「水辺の森有効活用実行委員会」を発足し、3年間にわたり「岩倉水辺の森フェスタ」などを行

ってきました。昨年のフェスタには、３千人を超える来場者にあふれ、盛大なイベントになりました。 

 大きなイベントとして成長したのに対し、公園の規模に合わないという課題が起きてきました。そこで、

当初の公園の周知活動としての実行委員会の目的は達成したということで、会をリセットし新たな目標を設

定して「岩倉自然公園水辺の森を愛する会」を発足しました。年間を通じ自然を活かし森の四季を感じる行

事を実施して町民に親しまれる公園づくりを目指します。 

平成 27 年度予定されている活動 

5月  6日（祝）「岩倉水辺の森和のつどい」 

5月 17日（日）サンデンフォレスト見学 

8月  2日（日）「水玉こどもの森まつり」 

9月  5日（日）「MIZUTAMA フラフェス」 

10月 18日（日）「MIZUTAMA fes」 

11月 29日（日）「秋を楽しむスポーツフェスタ」 

2月       「冬の自然野鳥観察会」 

通年       環境美化活動 
【和のつどい】 5月 6日、「岩倉水辺の森和のつど 

い」が開かれました。美しい新緑の中で、琴・尺八の調べを聴きながらお抹茶を一服いただきました。希望

者には、着物の着付けもあり、着物姿で「和」の一日をしっとりと楽しむこともできました。 

【サンデンフォレスト見学】 5月 17日、サンデンホールディングスの赤城工場は、敷地の半分が森林で

大規模な近自然工法を導入されており、社会貢献活動の一環として環境教育のために開放しています。水辺

の森を愛する会では、森の中を歩き、森の管理方法や自然を活かしたイベントの方法を視察しました。 

和のつどい     サンデンフォレスト見学 
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ふるハートホールで報告する こどもフェスティバル実行委員会／竹活用実行委員会／ウクレレドリームプランたまむら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4月 19日（日）ふるハートホールにおいて、「平成 26年度自治まちづくり広場」が

開らかれ、玉村町協働によるまちづくり提案事業の事業報告がされました。 

提案事業１ 

『国際こども遊びフェスティバル

in 玉村』（こどもフェスティバル実

行委員会） 

代表 関口信子さん 

 外国人の子ども達に視点を当て、

国際交流を通して多文化共生の素

地づくりと子ども権利条約の周知

を目的に事業を提案。 

昨年７月 13 日に行われた「国際

こども遊びフェスティバル in玉村」

には、253人の来場者があり 6か国

の子どもたちが交流しました。 

また、子ども権利条約の周知とし

て、町内 5つの小学校で出前授業を

行い、子どもの権利条約の権利や人

権尊重の精神を伝えました。 

今年度は、多文化共生学習会や出

前授業を行う予定です。 

 

 4月 22日（水）玉村町役場ロビーにおいて、「平成 27年度

玉村町協働によるまちづくり提案事業」の公開プレゼンテー

ションが行われました。今年度は、2 団体による事業提案が

されました。 

事業提案１「『昭和の玉村っ子』刊行による時代伝承」（「昭和の玉村っ子」刊行委員会） 

●故間渕誠さんが書き残した『昭和の玉村っ子』の刊行により、玉村町の昭和の記憶遺

産を伝承可能媒体として残すとともに、「読み聞かせ」や生活歴史の展示、教育現場に

おいてこの本を活用し、また町外への発信ツールとして用いる。 

提案事業３ 

『音楽の授業でウクレレ』（ウク

レレドリームプランたまむら） 

代表 金井悦子さん 

 群馬県はウクレレ生産日本一。

群馬県特産のウクレレを授業に

取り入れ、町独自の授業として

PR するとともに演奏を通じて老

若男女、異世代間の交流を図って

町の活性化につなげようと事業

を提案。 

町内5つの小学校で授業及びク

ラブ活動で実施しました。 

また、児童がデザインしたイラ

ストをレーザー加工したウクレ

レを各学校に寄贈しました。 

今年度も授業やクラブ活動で

継続して実施する予定です。 

提案事業２ 

『親子でチャレンジ！バンブー

ワールド』（竹活用実行委員会） 

代表 櫻井三千代さん 

 玉村町の竹を有効活用して物

作りや親子で触れ合う機会を作

り、明るく健康的な子育てにつな

げることを目的に事業を提案。 

8月「親子竹細工教室」9月「竹

細工ワークショップ」11月「親子

竹馬作り教室」12 月「親子たこ

作り教室」1月「ぱる de新春！」

「活動紹介展示（角田病院）」を

行いました。親子で楽しく竹作品

を作ったり、遊んだりすることが

でき、竹馬や凧揚げなど昔遊びを

伝承することができました。 

 今年度は、岩倉水辺の森のイベ

ントなどで活動を行う予定です。 

事業提案２「ホームムービー上映会」（ホームムービー上映会実行委員会） 

●個人的に撮影された古い映像媒体を発掘・編集し、上映会を行うことで、地域の過去

や歴史について個々人の視点から振り返り、また共有することを通じて、玉村町での

暮らしの視点を豊かにするとともに、学生、アーティスト、地域住民が交流する新し

い場を作り出す。 
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活動の紹介やイベントの告知、会員の募集など

ぱるの広報誌に掲載します。詳しくは、ぱるの

スタッフにご相談ください。 

発 行：一般社団法人 たまむら住民活動支援センター 

問合せ：玉村町住民活動サポートセンターぱる 

    〒３７０－１１３２ 玉村町下新田２０８番地４ 

    ＴＥＬ／ＦＡＸ ０２７０－６５－７１５５ 

    H   P : http://www.kyoudou-tamamura.org/ 
    Ｅ-mail : pal@kyoudou-tamamura.org 

 

●自然遊びや観察をしよう！ 
  ・せせらぎ水遊び 
  ・水辺の生き物探し 
  ・泥んこ遊び    など 
●いやしの森林浴 
  ・こどもステージ 
  ・紙芝居 
  ・森の健康体操 
  ・木陰でお昼寝  など 

 4 月 27 日にオープンしたＪＡ

佐波伊勢崎たまむら支店に伴い、

旧館で使用していた備品をご厚

意によりふるハートホールに寄

贈していただきました。 

寄贈品目 

●大型テーブル 1台 

●金屏風１枚 

●ラティス 5枚 

 

●みちくさ Kids（ウクレレ演奏とうた） 

●ハラウ オ ケアラニ（真木隆寿ウクレレクラス・

県立女子大アロハダンスサークル）／プアオレ

ナ／プメハナメケアロハ／ティアレ／レアオハナ 

●チームたまたん   （順不同） 

 

 

 

 

 

（順不同・敬称略） 

 

■アトラクション 
●厩橋ＣＨＩＮＮＤＯＮ倶楽部 

●バルーンアート（ＳＩＥＮ２） 
●ミニ列車（藤岡鉄道模型愛好会） 

●スタンプラリー景品交換 
■体験＆販売 

●ハンドメイド小物（ものづくりさーくるＴＡＭＡＭＵ） 
●スイーツデコ体験（ＪＯＹ） 

●ドリンク販売等（ぱる） 

■ミュージックステージ 
●和太鼓（錦野和太鼓） 

●軽音楽（玉村高校軽音楽部） 
●吹奏楽（玉村中学校吹奏楽部） 

●キッズダンス（オールスターチア玉村チーム） 
●バトントワリング（クレインバトンチーム） 

■ゆかた着付け ※ぱる和室にて 

●無料ゆかた着付けサービス 

（玉村きもの愛好会） 

 

●作って遊ぼうネーチャークラフト 
  ・竹で作ろう！竹細工 
  ・木や実で作ろう！木工工作 
  ・押し花アート      など 
●こども活躍コーナー 
  ・ボランティア体験 
  ・ウクレレ体験 
  ・フラダンス体験    など 
●スイカ割りと食べ放題！ 


